
The University of Tokushima (2011)〉 General Education〉 [⇒Japanese]

Introduction to University Education
Introduction to University Education (工 (光))

Committee Member of School Affair / Department of Optical Science and Technology, Faculty of Engineering

1 unit 前期 集中
(平成 16年度以前 (医保は 17年度以前)の授業科目:『総合科目』)
Target〉 大学は，次の「知の体系」を中心に組織的に活躍する機関である． 1．
知の体系の構築 (知の創造) 2．知の体系の伝達 (教育 ·学習) 3．知の体系の還
元 (知の応用) 大学で学ぶ意味を自ら探るには，大学生活全般を通じて自律的
な学びの姿勢を確立していく必要がある．今後の大学生活での学びを確かな
ものにするために，高校までとは違った学習の姿勢や方法の概略，自律的な大
学生活を送る方策の概略を把握することを目的とする．

Outline〉 大学で行われる講義，演習，実習について紹介し，各自が学習計画，受
講，勉学実行，学びの自己評価など学びの設計を行う際の指針を示す．また，
大学生活における人権問題，健康管理，危機管理などについて述べる．

Goal〉 以下「【授業の計画】」のテーマについて，その概要や問題点を理解し，友
人たちや教員と討論ができ，文章としてまとめられること．

Schedule〉
1.大学生活のために 心と体の健康 (健康的に大学生活を送るために保健管理
センターの紹介 ·酒タバコの弊害と効用 ·生活習慣病を予防するための健康
管理法とその重要性 ·及び注意が必要な感染症について説明する．)

2.学科の教育理念 (教育の理念 ·目標や教育方針を紹介し，これから 4年間の
学生生活を考える基礎を作る．)

3.学習目標 (光応用工学科研究室見学を通じ，教育の目的，目標，勉学や研究
への取り組みに関して教職員及び先輩とディスカッションを行う．)

4.学習法，図書館，施設見学 (光応用工学科研究室見学を通じ，学習法，施設
利用法などに関して教職員及び先輩とディスカッションを行う．)

5.学習の仕組み，読書，対話 (学習計画，受講，勉学実行，学びの自己評価など)
6.学びの相談について (学習支援室の上手な利用法を紹介する．)
7.講義の受け方，ノートのとり方，レポートの書き方
8.英語，プレゼンテーション (コミュニケーションのために，自分の意見を構
築することの大切さ，さらに国際社会で活躍するために英語能力が重要で
あることを認識する．)

Textbook〉「学びの技」はじめの一歩，学生生活の手引き，安全マニュアル，履
修の手引きなど．

Evaluation Criteria〉 授業への参加の姿勢と到達目標の達成度により評価し，単

位を認定する．
Re-evaluation〉 無
Message〉 大学入学直後に集中講義を行う． 授業計画 1は 1講時，それ以外は

2講時分である．
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=220697
Contact (Office-Hour, Room, E-mail)〉
⇒ Committee Member of School Affair

Note〉 学科長，教務委員，学生委員及び学年担任 (正，副)が担当する．
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